
広報
（5）　令和元（2019）年　10月20日 第1239号

【子供の安全・安心】子供の防犯ブザーの音が聞こえたら、現場に駆けつけたり、安全を確認していただくなど、区民の皆さんのご協力をお願いします。

福
祉

（
高
齢
・
障
害
等
）

こ
ろ
ば
ぬ
先
の
健
康
体
操
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

転
倒
予
防
体
操
を
指
導
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
な
る
た
め
の
養
成
講
座
で
す
。

▽
日
時　

①
11
月
20
日
㈬
午
後
２
時
～

４
時　

②
２
年
１
月
29
日
㈬
午
後
２

時
～
４
時　

▽
場
所　

台
東
保
健
所
会
議
室
な
ど

▽
対
象　

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
内
容　

①
体
操
の
体
験　

②
活
動
の

説
明
（
①
と
②
の
間
に
体
操
教
室
の

活
動
見
学
あ
り
）　

▽
講
師　

①
宮
畑
豊
氏
（
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
サ
ン
プ
レ
イ
代
表
）　

▽
申
込
締
切
日　

11
月
15
日
㈮　

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

介
護
予
防
・
地

　

域
支
援
課

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
２
９
５

難
病
患
者
福
祉
手
当
を
ご
存

じ
で
す
か

　

難
病
医
療
費
助
成
制
度
（
国
お
よ
び

都
疾
病
）
の
対
象
者
で
、
65
歳
未
満
の

方
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
助
成

制
度
の
対
象
者
で
、
手
当
の
対
象
疾
病

に
り
患
し
て
い
る
方
は
申
請
で
き
ま
す
。

※
対
象
疾
病
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す
。

※
手
当
の
受
給
に
は
、
所
得
制
限
等
の

支
給
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

左
記
へ
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
２
０
１

都
で
は
盲
導
犬
を
給
付
し
て

い
ま
す

▽
対
象　

区
内
在
住
で
満
18
歳
以
上
の

在
宅
の
方
で
次
の
全
て
に
該
当
す
る

方　

①
視
覚
障
害
１
級
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
っ
て
い
る　

②
盲
導
犬

を
使
用
す
る
こ
と
で
社
会
活
動
へ
の

参
加
が
可
能
に
な
る　

③
都
内
に
お

お
む
ね
１
年
以
上
居
住　

④
世
帯
の

所
得
税
平
均
月
額
が
７
万
７
千
円
未

満　

⑤
借
家
の
場
合
は
家
屋
の
所
有

者
か
ら
盲
導
犬
の
飼
育
許
可
を
得
ら

れ
る　

⑥
盲
導
犬
と
の
宿
泊
訓
練

（
４
週
間
）
が
可
能

※
給
付
頭
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

待
機
者
が
い
る
た
め
、
申
請
後
す
ぐ

に
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
費
用　

訓
練
等
の
費
用
は
無
料
、
訓

練
中
の
旅
費･

食
費
は
実
費

※
給
付
後
の
飼
育･

管
理･

治
療
に
か

か
る
一
切
の
経
費
は
自
己
負
担
。

※
申
請
前
に
、
盲
導
犬
訓
練
事
業
者
と

相
談
す
る
等
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
事
前
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
２
０
１

「
声
の
広
報
」
を
貸
出
し
し
て

い
ま
す

　

毎
月
２
回
、
５
日

と
20
日
に
発
行
し
て

い
る
区
の
広
報
「
た

い
と
う
」
の
内
容
を

録
音
し
た
、「
声
の
広
報
」（
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
版
・
デ
イ
ジ
ー
版
）
を
作
製
し
、

郵
送
で
貸
出
し
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

区
内
在
住
の
視
覚
障
害
の
あ

る
方

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

広
報
課
（
区
役

所
３
階
⑧
番
）

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
０
２
１

身
体
障
害
者
生
活
ホ
ー
ム

「
フ
ロ
ム
千
束
」
の
体
験
利

用
者
を
募
集
し
ま
す

　

将
来
自
立
す
る
た
め
の
社
会
生
活
の

経
験
・
体
験
を
す
る
住
居
で
す
。

▽
募
集
区
分　

令
和
２
年
度
自
立
生
活

体
験
（
原
則
１
か
月
単
位
）

▽
場
所　

千
束
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

　

階
▽
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

　

①
区
内
在
住　

②
就
労
か
通
所
（
見

込
み
を
含
む
）
を
し
て
い
る　

③
２

年
４
月
１
日
現
在
18
～
64
歳　

④
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る　

⑤

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
し
な
い

▽
募
集
人
数　

24
人
（
毎
月
２
人
の
利

　

用
）

▽
利
用
開
始　

２
年
４
月
１
日
㈬

▽
募
集
期
間　

11
月
11
日
㈪
～
29
日
㈮

※
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
左
記
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
２
０
２

健
康

善
意
の
献
血
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す

　

区
内
在
住
で
献
血
回
数
が
50
回
に
達

し
た
方
、
以
後
50
回
ご
と
の
回
数
に
達

し
た
方
に
献
血
功
労
者
と
し
て
、
感
謝

状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
次
の
方
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

吉
田
泰
樹
氏
（
松
が
谷
２
丁
目
）　

　

該
当
す
る
方
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

台
東
保
健
所
生
活
衛
生
課

　

ＴＥＬ
（
３
８
４
７
）
９
４
０
１

無
料
健
康
相
談

▽
期
間　

11
月
１
日
㈮
～
30
日
㈯

※
休
診
日
・
診
療
時
間
外
は
除
く

▽
場
所　
「
無
料
健
康
相
談
」
の
ポ
ス

タ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
区
内
の
医

　

院
・
診
療
所
・
病
院

▽
対
象　

台
東
区
の
国
民
健
康
保
険
ま

　

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

▽
内
容　

医
科
・
歯
科
全
般
の
健
康
相

　

談
・
保
健
指
導 

▽
相
談
方
法　

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
を
医
院
・
診
療
所
・
病
院
の

窓
口
に
提
示

▽
問
合
せ　

国
民
健
康
保
険
課

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
２
５
１

区
民
の
た
め
の
健
康
教
室

講
演
会
「
咳
・
痰
・
息
切
れ
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
早
め
の
受
診
が
決
め
手

の
肺
の
病
気
」

▽
日
時　

11
月
18
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
対
象　

区
内
在
住
か
在
勤
の
方

▽
講
師　

阪
口
真
之
氏
（
あ
さ
く
さ
田

原
町
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

※
講
演
後
、
専
門
医
に
よ
る
「
医
療
な

ん
で
も
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

▽
場
所
・
問
合
せ　

浅
草
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー

　

ＴＥＬ
（
３
８
４
４
）
８
１
７
１

台東区育児休業代替任期付職員募集
●Ⅲ類（事務）　対象日本国籍を有し、平成14年4月1日
までに生まれた方　勤務地区役所本庁舎、地区センター
等　 給与（月額）約176,500円（地域手当を含む）
●Ⅱ類（保育士）　対象平成12年4月1日までに生まれ、保
育士の資格をお持ちで、都道府県知事の登録を受けてい
る方（令和2年3月31日までに資格を取得し、都道府県知
事の登録を受ける見込みの方を含む）　勤務地区立保育
園、子ども家庭支援センター、石浜橋場こども園、身体
障害児施設等　 給与（月額）約195,200円（地域手当を含む）
●Ⅰ類（保健師）　対象平成10年4月1日までに生まれ、
保健師の資格をお持ちの方（国家試験に合格し免許の
交付を申請中の方および令和2年の春までに行われる国
家試験により取得見込みの方を含む）　勤務地台東保健
所等　 給与（月額）約228,000円（地域手当を含む）

◆　以降、上記記事の共通項目　◆
採用日令和2年4月1日以降　 1次選考日 11月17日㈰
選考方法1次選考は作文、2次選考は個別面接　申込方法申
込書に記入し、下記へ持参するか簡易書留で郵送（電子
申請可）　申込締切日時11月8日㈮午後5時（必着・受信有
効）※詳しくは、区ホームページか申込書をご覧になるか、
下記へお問合せください。　 申込書配布場所・問合せ人事
課人事係（区役所4階⑤番） TEL（5246）1061

身近な人の気付きや当事者への適切
な支援が必要です。

○DVとは
　殴る・蹴るなどの身体的な暴力だ
けでなく、精神的・経済的・性的・社
会的など、さまざまな手段を使って、
相手を支配しようとする行為です。
○DVとけんかはどう違う
　常にどちらか一方が「相手の機嫌
を損なわないように気にしている」

「相手が恐くて言いたい事が言えな
い」といった「支配と服従の関係」
の中で起こるのがDVです。
○どうして離れないの
　暴力を振るわれたり、優しくされた
りを繰り返す「暴力のサイクル」に巻
き込まれることで、離れられない心理
状態をつくり出してしまうからです。

○DVのことで相談されたら
　一般的に「あなたも悪いのでは？」
とか「愛されている証拠よ」などと
言いがちです。しかし、このような
言葉は、「あなたは暴力を振るわれ
ても仕方ない」と、暴力を認めるこ
とになり、被害者をさらに傷つけ、
孤独感・無力感を深めることになり
ます。身近な人から相談されたり、
身近な暴力に気付いたら、1人でな
んとかしようとせずに、専門の相談
窓口につなぐことが大切です。
●女性に対する暴力をなくす運動
　国際連合は、11月25日を「女性に
対する暴力撤廃国際日」と定め、国
では毎年11月12日～25日の2週間を

「女性に対する暴力をなくす運動」の
実施期間としています。暴力は、親し
い間柄であっても決して許されるも
のではありません。期間中、区ではパ
ネル展を開催し、女性の人権尊重の
ための意識啓発を図っていきます。
・パネル展　日時11月16日㈯～30日
㈯　場所生涯学習センター

問合せ 男女平等推進プラザ
TEL（5246）5816

～暴力は身近なところでおこっています～

　台東区では、40～74歳の方の4割以上が糖尿病予備群の可能性がある
と推計されています（平成30年度台東区総合健康診査結果より）。糖尿病
は血糖値の高い状態が続いてしまう病気です。初期には自覚症状がほとん
どなく、症状が現れた頃にはかなり進行しています。悪化する
と血管がもろくなり、さまざまな合併症が引き起こされます。

問合せ
台東保健所
保健サービス課
TEL（3847）9440

～11月14日は世界糖尿病デー～
糖尿病！自分には関係ないと思っていませんか？

今日からはじめる糖尿病予防

※糖尿病に関する情報は区ホーム
　ページでもご覧になれます。

脳梗塞・脳出血

心筋梗塞糖尿病網膜症
→失明の危機

糖尿病の主な合併症例

糖尿病神経障害
→手足のしびれ・　
痛み・壊疽など

糖尿病腎症
→腎不全の危機
→人工透析　　

え　  そ

●糖尿病の血液検査　HbA1c（NGSP値）％
ご自身の血液検査結果を確認してみましょう。
要受診域の方は必ず医療機関を受診してください。

HbA1c
（ヘモグロビンエーワンシー）
とは？
採血前1～2ヶ月間の血糖値
の平均的な状態を反映して
います。

正常 要注意 要受診
〜 5.5 5.6 〜 6.4 6.5 〜

●たいとうパープルほっと
ダイヤル（DV相談専門ダ
イヤル）をご利用ください
TEL（3847）3611
月～土曜日午前9時～午後5時
※第1・3・5月曜日（祝休日の
場合は翌日）、年末年始を除く


